平成３０年度　第１１回座間市地域包括ケア会議及び在宅医療推進協議会　会議録
平成３１年２月１２日（火）18時30分～20時00分
サニープレイス　３階研修室
あんしん自分登録事業について：事務局より
　「座間市高齢者あんしん自分登録事業モデル事業」は介護保険課と立野台地域包括支援センターで2月1日から開始。現在は立野台包括の担当地域の在宅高齢者が対象で高齢者自身が親族等の連絡先を包括に登録する。東京都大田区の介護事業所が考えた医療・介護事業所が地域住民・民間事業所とともに地域に住む元気な高齢者を見守る仕組み「みまーも」を参考に既に42市区町村で同様の取組みが実施されH30年度の本会議での実施要望からモデル事業に至る。座間市ではキャッシュカードサイズを登録者に配り財布での携帯に加えマグネットを冷蔵庫に貼り救急隊に本人情報を知らせる。福祉長寿課の「救急医療情報キット」は情報の更新で課題があったので窓口で併用を勧めることで年に一度更新の「あんしん自分登録」と同時に行える利点がある。民生委員は倒れている人を見て他人の財布までは見ることができない。消防も同じだがカードを持っている可能性を知っていれば意思疎通のできる人には声かけできる。警察は保護した人の持ち物の全てを確認する義務があり対応可。今回は一年のみのモデル事業で予算を抑えておりカード様式での試行となったが本格実施ができればキーホルダーの使用を検討する。対応はセンター開設時間内だが夜間休日対応はごく稀で何十件と出るケースはないと太田市と町田市から聞いているためモデル事業で様子を見る。チラシを対象地区高齢者全戸配布し介護事業所へメーリングリストで周知。3月にケアマネ向け研修があるので案内予定。この事業は元気な高齢者が将来に備えておくためのものであり65歳以上の利用者家族に声を掛けていきたい。
３． 議題
（１）地域ケア会議チーム
　　前回の親会議の80-50問題を受け12月の子会議にて障害福祉課、心の相談室ヌー、生活援護課自立サポート、青少年課引きこもり担当と話し合い、1月に関連部署の80-50問題に対しての現状把握と情報交換の場を開催した。青少年課の対象は40歳までをポスト青少年と位置づけ「断らない相談支援」を行い40歳からの相談にも対応。80-50問題は50側には困り感がなく80側も共依存関係となっている例が多い。相談者に介入して行く際の注意点は50側の意志を尊重しながら、ゆっくりつきあうことである。元学校長や臨床心理士、警察ＯＢ、青少年課職員が相談を受ける体制を整えており、今後はきめ細かい連携を各所と進めていきたいとのこと。生活援護課は50側の就労に向けた準備を手伝うことが多い。自立サポートへつなげ、まずは復帰のために社会生活に慣れることや、朝起きて仕事に行くというサイクルの確立に協力する支援が増えている。80側からの相談が多く80側の希望と50側のやる気に乖離が見られる。障害福祉課は基本的には手帳を持っている人と手帳を取得したい人への支援が多いが、手帳を持っておらず困っている人を支援していくこともあり、関係各所と連携することで埋もれがちなケースとつながることができればと考えている。チームは今後も定期的に関係各所を交えた場を持ち会議の最終地点として個別ケースを相談し情報を共有できる場・仕組み作りを構築したい。3月の子会議では1月子会議の振り返り、近い将来この会議をどのような会議にしていくのか等検討をする。次回の親会議では、具体的な報告ができると思う。
（２）医療と介護連携チーム
　1.研修会、2.ワーキンググループ、3.在宅医療・介護連携推進事業（ア）～（ク）について子会議で話しあった。
ICTについて

今年度からICT事業が始まったが限定的な事業所のみの活動で皆無に近い。主な事業所の代表7人が集まり運営委員会を開催。個人情報の取り扱いが厳しいため管理する主体について要検討。再度委員会を開催し承認を得てスタートする。事業自体は始まったが実動なし。名前を伏せて薬局とクリニックで薬の内容等の情報交換ができる体制整う。利用者を登録しての運営は未実施。今後は20事業所で半年以上運営を重ねて皆が使いやすいものを作っていきたい。
研修会について

研修の位置づけや内容をまとめた。平成２５年から当会議が発足し市民向けと介護事業所向け、医師向けの研修を実施。平成３０年度は補助金で実施できていなかった医師向け研修の枠で薬剤師向けを実施。薬品会社の協力で医師会向け研修を実施した。医療機関・介護事業所向け研修は７月にステッカー周知を含め「２０５０年問題・地域包括ケアに関する国の動き、市町村の役割」として開催。市民向け研修では「家族が介護中に災害にあったら（介護事業者も参加）」を現在進めていて希望する介護事業所も参加可。薬剤師向け研修会テーマ「地域と地域包括支援センターとの繋がりをどのようにすれば良いか」が２月６日に終了し参加薬剤師18名。ケアマネ協会から講師派遣しファシリテーターは地域包括支援センター職員。財団の補助金事業なのでホームページを見た一般看護師の参加が１名あった。薬剤師は高齢者が薬局に薬を取りに来る時に色々な困りごとのファーストコンタクトになり、そこから医療・介護等の問題を繋げていくためにとても頼りになる存在なので協力体制を作っていきたい。地域で身近な薬局が参加し実情を聞けた。薬局に地域包括支援センターのチラシを置いた。今までにない研修内容で多職種の顔が見える関係を作るための企画提案の役割がワーキンググループととらえる。
駐車問題について意見

自宅の駐車場が空いている民間の家を募集しステッカーの看板を駐車場に設置、ステッカーのある車は1時間以内無料で駐車できる仕組みを作る。地域の自治会長の会議で賛同を得た。ワーキンググループのリーダーに通所介護　石黒氏、各委員と行政で進めていくことについて委員からは意義なし。次の子会議では具体的にメンバーと内容を詰める。
介護事業所間の連絡・連携に関する団体の構築ワーキングについて
発案者として社協が手を挙げているので子会議での報告を待つ。
親会議か子会議の2者選択で挙手。→多数決で子会議となった。子会議が主体となって動く。
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